


灯くん　歩くのに　つかれたら　休みます

長い旅を　しています。　　　

とくに　この雪の山やまを　こえる旅は　深い谷にころげ落ちたり なだれで　雪にうもれてしま

ったりで　 　

元気いっぱいの　灯くんでも　ちょっと　つかれてしまいました。　 

　

そんなときは　休みます。　　

 灯くんは　休むのも　じょうずです。　

安心して眠れるところを すぐにみつけて　ぐっすり眠るのが　だれよりじょうず。

 よくねるコンテストがあれば　きっと王さまです。

 

　 あ　灯くんは　ともしびくんと　いいます。



元気いっぱい　おめざめしたよ　

土のにおいで　めがさめました。 　

そとを見ると　すっかり　ようすが　かわっていました。

ちょっと　ねぼうしたかな。



こんなところで　ねてるんだよ

わあ　雪がとけたら　こんなに　高いところだったよ。　

 あはは　すっかり　雪がなくなるまで　眠っていたんだね。　

ねぼうしすぎたけど　そのおかげで　　

体と心を　つめたくしていた　氷雪まで

きれいに　きえたみたいです。

さあ　どうやって　おりるのかな？

  　 　　

　灯くんは　高いところも　へいきなのです。

　したまで　ぴょんと　ひととび。



とげとげの葉っぱは　歩きにくいな

　歩きはじめると　すぐに　あざみの森に　はいりました。 　　

　葉っぱの針が　ちくりちくり　足にささります。

　灯くんの足は　モチノキなのですけれど　やっぱり　いたいのです。

　灯くん　泣きたくなりました。　

　でも　泣きませんけどね。　

　雪は　つめたいけど　とげとげのうえに　つもれば

　歩くのに　いたくなく　してくれるんだね。   

　 　　

それでも　灯くんは　歩きます。 　　　

　　　　なんだかんだいっても　歩くのが　大好きなのです。



あっちに　だれかが　います

あざみの森のむこうで だれかが　

こっちを　見ているみたいです。　　

 　　　

　なにか　歌ってる　みたいです。 　　　

　　　　　　心に　しみる　やさしい声。



だれかな？

　これは　るきこさん。　 　

　灯くんは　はじめて　会いました。

 　　　

　るきこさんは　ゆっくり　ちかづいて　きました。



あなたは　なにを　しているの？

　るきこさんは　歌うように　たずねました。　

　あなたは　ここで　なにを　しているの？

　ぼく？ぼくは　旅をしているよ。

　旅の人なの　どこへ行くの？

　どこまでか　ぼくにも　わからない

　ぼくの　いちばん　たいせつなものを

　さがしているんだ。

　みつかるまで　旅をつづけるよ。    

　 　　

そんなこと　ことばにしたのは　　

　　　　はじめてだったかも　しれません。　

　　　はやく　みつかれば　いいわね

　　　　るきこさんは　やさしく　わらいました。



ぼくは　旅をしてるよ　きみは？

　灯くんの旅が　うまくいきますようにと

　 心から　ねがってくれているのが

　るきこさんの　えがおから　つたわりました。　

　ふたりは　すぐに　うちとけました。

　     　

　　るきこさんが　たずねてくれたから　 　　　

　　　　灯くんは　じぶんでも　旅のもくてきが 　　

　　　はっきりと　わかった　きがしたのでした。



あたし？あたしは　ね

るきこさんは　ここで　なにを　しているの？　

そうたずねながら　灯くんには

もう　こたえは　わかっていました。

るきこさんも　灯くんと　おなじ

たいせつな　なにかを　さがしているのです。

　 　　

でも　るきこさんは　　

べつのことを　こたえました。　

　それは・・・



あたしは　踊っているの

あたしは　ここでダンスしているの。　　

いっしょに　踊りましょう。　



いっしょなら　踊れるよ

灯くんは　ダンスなんか　はじめてなのに　るきこさんと　いっしょなら　体がかってにうごき

ました。　



踊りながら海に

はじめてのダンスは　とても楽しくて　体がうきました



ずっとダンス

　踊りつづけているのに　つかれません　それどころか　どんどん　元気がわいてきます



そろそろ夜が　

楽しいときは　なんでこんなに　はやくすぎるの？　夜がくるわ　暗いと　あたしは　石になる



へいきだよ

ほら　ぼくが　あかるく　できるから　



踊るの大好き灯くん

いままで　ずっとダンスしてきた　るきこさんでも　夜に　踊るのは　はじめてでした。　灯く

んが　さきに踊りました。



悲しいのか　うれしすぎるのか

踊りながら　るきこさんは　泣いていました。　灯くんは　気がつきません。　



いつのまにか　朝に

夜といっしょに　るきこさん　は　きえていました。　



きっと　また会える



まだ　ずっとずっと　歩いていけるよ

るきこさんが　ダンスをおしえて　くれたおかげだよ。　

                                                                                                   (おしまい）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　・・・旅はつづく
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